
全体総括

84.59

①経常収支比率は、過大な受水費が経営を圧迫し、
平成23年度以降赤字決算が続いている。早急に料金
改定を行うことが必要であるが、下水道使用料等の
兼ね合いもあり水道料のみを改定する状況にはない
。
②累積欠損金比率の増加は、前述のとおり赤字決算
の累積によるものである。また物価高対策による水
道料金の減免も影響している。
③流動比率は、１年内に償還する企業債の増加の影
響が表れてきた。
④当市の場合、企業債残高は３２億円前後で推移し
ており、今年度は対前年度１億１千万円減収となっ
た分、数値が悪化した。
⑤料金回収率は、水道料金の減免による給水収益の
減収が影響した。
⑥給水原価は、分母はほぼ横ばいに対し、長期前受
金戻入の増加、支払利息の減少により分子が小さく
なってきている。
⑦施設利用率は、ほぼ44％で推移しており安定して
いる。県水受水により施設過剰状態となっており今
後不要施設の廃止を検討する必要がある。
⑧有収率は、漏水調査を実施し補修対応を行うなど
し、高水準を維持している。 

2. 老朽化の状況について

　高度成長期に布設された管路が更新時期を迎えて
おり、有形固定資産減価償却率および管路経年化率
は今後も増加していくと考えられる。また、工事単
価の高い基幹管路等を中心に更新事業を行っている
ため、管路更新率は低くなる傾向にある。あわせて
維持管理も行いつつ職員数も限られている現状では
、老朽管更新に特化できない事情もある。
　しかしながら施設・管路の老朽化は進んでおり、
震災の影響もあり更新需要は高まっていることから
、事業費の平準化を図り、計画的に施設等の更新を
行っていく必要がある。

2. 老朽化の状況

給水区域面積(km
2
) 給水人口密度(人/km

2
) － 類似団体平均値（平均値）

　水需要の停滞で料金収入の伸びが期待できない状
況の中、水道水の安定供給を図るために平成18年度
から県水受水を開始したが、その費用の占める割合
は営業費用全体の50％前後となり経営圧迫の要因と
なっている。県水受水に伴い平成19から22年度にか
けて段階的に料金改定したものの以後料金改定は行
われず、料金収入割合は減少を続け平成23年度以後
は赤字経営が続いている。平成28年度からは課の統
合や窓口等業務の民間委託を開始し、職員数も削減
した。さらに県水受水単価の引き下げも実現したが
、依然として厳しい状況は変わっていない。平成30
年度に策定した水道事業ビジョンを見直し、今後持
続可能な水道事業の実現に向けて、管路の耐震化事
業を計画的に進め、収入確保のため料金改定を行う
等、経営改善に向けた取組みが必要である。

806.49 【】 令和5年度全国平均

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

- 65.36 100.00 2,860 68,221

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 現在給水人口(人)

68,402 253.88 269.43 ■ 当該団体値（当該値）法適用 水道事業 末端給水事業 A4 非設置

経営比較分析表（令和5年度決算）
福井県　鯖江市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
) グラフ凡例

0.00

0.10

0.20

0.30

0.40

0.50

0.60

0.70

R01 R02 R03 R04 R05

当該値 0.16 0.18 0.25 0.15 0.20

平均値 0.63 0.60 0.56 0.60 0.53

0.00

20.00

40.00

60.00

80.00

100.00

120.00

R01 R02 R03 R04 R05

当該値 85.74 90.91 93.19 93.36 91.12

平均値 111.17 110.91 111.49 109.09 109.05

44.00

46.00

48.00

50.00

52.00

54.00

56.00

58.00

R01 R02 R03 R04 R05

当該値 52.43 53.75 55.04 55.97 56.62

平均値 48.55 49.20 50.01 50.99 51.79

0.00

5.00

10.00

15.00

20.00

25.00

30.00

35.00

R01 R02 R03 R04 R05

当該値 20.99 23.04 24.65 30.06 32.47

平均値 17.11 18.33 20.27 21.69 23.19

①経常収支比率(％)

0.00

20.00

40.00

60.00

80.00

100.00

120.00

140.00

160.00

180.00

200.00

R01 R02 R03 R04 R05

当該値 124.47 153.11 141.90 156.62 185.79

平均値 0.78 0.92 0.87 0.93 1.02

0.00

50.00

100.00

150.00

200.00

250.00

300.00

350.00

400.00

450.00

R01 R02 R03 R04 R05

当該値 341.69 312.82 398.99 422.05 399.70

平均値 360.86 350.79 354.57 357.74 344.88

260.00

270.00

280.00

290.00

300.00

310.00

320.00

330.00

340.00

R01 R02 R03 R04 R05

当該値 293.55 331.64 284.81 294.38 322.72

平均値 309.28 322.92 303.46 307.28 304.02

0.00

20.00

40.00

60.00

80.00

100.00

120.00

R01 R02 R03 R04 R05

当該値 79.50 72.91 86.36 83.44 73.77

平均値 103.32 100.85 103.79 98.30 98.89

155.00

160.00

165.00

170.00

175.00

180.00

185.00

R01 R02 R03 R04 R05

当該値 183.13 176.35 168.66 167.71 174.44

平均値 168.56 167.10 167.86 173.68 174.52

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

70.00

R01 R02 R03 R04 R05

当該値 44.05 44.22 44.13 44.53 43.33

平均値 59.51 59.91 59.40 59.24 58.77

84.00

85.00

86.00

87.00

88.00

89.00

90.00

91.00

92.00

R01 R02 R03 R04 R05

当該値 90.32 90.43 91.38 90.64 90.48

平均値 87.08 87.26 87.57 87.26 86.95

②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対給水収益比率(％)

⑤料金回収率(％) ⑥給水原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧有収率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管路経年化率(％) ③管路更新率(％)

【108.24】 【1.50】 【243.36】 【265.93】

【89.42】【59.81】【177.56】【97.82】

【52.02】 【25.37】 【0.62】
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